
















































































































































































































1957 年 10 月 4 日、ソヴィエト連邦はカザフ共和国に
あるバイコヌール宇宙基地から世界初の人工衛星ス
プートニク号を打ち上げた。直径 58 センチ、重さ







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の場合、「毎週水曜日の午前 9時から 15 分間の電話」
のくりかえしである。繰り返していると、心が安定す
る。「また、おっぱいは来る」と赤ん坊は繰り返され
る授乳の中で「希望」を持てるようになる。闇に慣れ
た目に新たな未来を見るのである。
第二の要素は、「話すために話す」ようになること
である。心の熟成のためのコミュニケーションは
「待つ・聞く・共に居る」である。「操作・説明」の無
い会話、沈黙である。
ビオン（1970）は「負の能力（negative capability）
を精神分析家にすすめている。「事実と理由を短気に
求めることなく、不確実さ、謎、疑惑の中にいられる」
能力だと述べている。20）
ノーベル賞受賞作家サミュエル・ベケットの代表作
「ゴドーを待ちながら」21）は「待つこと」「共に居るこ
と」を具現化した戯曲である。舞台上の浮浪者二人は
とりとめのない雑談を続ける。会話の意味は単純で誰
にでもわかる。ただ、観客には「説明」が無い。ちょ
うど漫才師二人が延々と会話しているような芝居が続
くのだ。二人は暇をつぶしている。観客は、暇つぶし
を観続ける。二人がなぜここにいるのか。どこから来
たのか。どこにも行かずに何を待っているのか。など、
場面設定や背景の「説明」が無いのだ。ちょうど、電
車の中で二人の乗客が会話しているのを赤の他人が聞
いているような。聞いているうちに、この二人が浮浪
者で、お互いの名前を呼びあう仲で、誰かを待ってい
る。それは「ゴドー」だということが、次第にわかっ
てくるのだが、舞台の上で起こるべき「起承転結」の
展開、筋立てがほとんど無い。私たちが期待し、芝居
に当然起こるべきことがほとんど起きない。まさしく、
「待つ・聞く・共に居る」だけの「操作・説明」の無
い会話と沈黙が続き「結論・まとめ」も無く幕となる。
不確実さ、謎、疑惑の中にいられる能力を私たち観客
は求められる。
ベケットは若い時期にビオンの精神分析を 2年以上
にわたり受けた。故郷アイルランドの実家からロンド
ンに出てビオンの分析を受けている間は作家修行に打
ち込むことができているのに、アイルランドの実家に
いる母親に呼び戻される時に限って身体症状が激しく
出るのだった。このような 1935 年当時のビオンによ
るベケット母子の分離治療意図がわかる記述を伝記 22）
に見ることができる。しかし、当然のことながらビオ
ンの精神分析セッションの内容記述は無い。ただ、ビ
オンの分析、特にコミュニケーションはベケットの作
品に大きな影響を与えたと思える。彼は「操作・説明」
の無い、「待つ」だけの芝居を書き、役者にも意味、
意図の説明をせずに演出した。ビオンから学んだこと
は「治そうとしない」で「治るのを待つ」ではないだ
ろうか。その「待つ」ことは観客（患者）のヴァーチャ
リティ /潜在力を引き出し、アクチュアリティの活性
化「本当の世界」を作り出すこと。演劇を観ている間、
実存的な存在として自己実現の方向へ変化することで
はなかったか。
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14 歳の時に「ゴドーを待ちながら」に子役として
出演。長じて役者、演出家となったヤン・ヨンソン 23）
は「ゴドーを待ちながら」を刑務所で囚人達と台本を
輪読する会を続け、役にぴったりの役者を選び、上演
した。この難解な劇が囚人達にはストレートに受け容
れられることを発見したのだ。「これは台本じゃねぇ。
俺の日記だ」「ウラジミールの言うこと、考えること、
待っていること、笑ったり、泣いたりしていることは、
ほとんど俺の人生と一緒だ」という囚人の言葉に励ま
されて輪読から上演に向けての活動が実現する。刑務
所内での上演が大好評で、教育的効果が評価され、次
に、スウェーデン国立劇場に招かれ、第一幕を上演。「観
客は、俳優たちの言葉に敬意と注意をもって耳を傾け
ており、彼らに対する赦しの感覚が宙にただよってい
た」とマスコミにも採り上げられる。評判を聞いた作
者ベケットからの手紙を受け取り、面会する。「どう
して第一幕しか上演しなかったのですか ?」とベケッ
トに尋ねられて「全幕を演じる権利を得る資金がな
かったので」と答える。ベケットはテーブルのナプキ
ンに「全幕上演許可」のサイン入り証明書を書いてく
れて巡業することを促し、また報告に来るように言っ
てくれた。
ところが、喜び勇んで新たなツアーに出た初日、5
人の役者のうち 4人が脱走してしまった。ベケットは
この報告を聞いて「息をつめたあと、大笑いをして、
穏やかに言った。『書いて以来、あの芝居に起こった
最高の出来事だ !』」。
その後、カリフォルニア州サンクウェンティン刑務
所から上演依頼があり、ベケットに報告する。「放免
されるという望みのない人々が私の芝居に出会ったと
き、何が起こるか見てきてほしい」と励まされる。何
が起きたか。刑務所で三年間緘黙状態の囚人がポッ
ツォ役を志願したのだ。「頼みがあるんだ。ポッツォ
の役を俺にやらせて、自分を表現する手助けをしてく
れないか ?俺の人生を取り戻してくれないか ?」
刑務所内の上演には囚人達の家族が最前列で観劇
し、熱演に涙した。パリに戻りベケットに報告した時、
「どうしてこのような大変な苦労をあえてしたんだ
い ?」と尋ねられて、「私はあなたの作品の沈黙を愛
しているからです。あなたの顔の沈黙も愛しています」
と答えると「君は私の戯曲の核心をつかんだようだな」
とベケットは言ったとヤン・ヨンソンは書いている。
ヤン・ヨンソンが愛した「ベケットの沈黙」とは、
説明のない「無」つまり、「無限の有」24）なのだろう。
ビオンから伝わったα要素はベケットを癒し、ベケッ
トは「ゴドーを待ちながら」を演じる人達にα要素を
与えたのだ。自分の中のアクチュアリティ「本当の世
界」を放棄しようとしていた囚人達は、そのことに最
も感応した。ベケットにはそれがわかったのだった。
「ゴドーを待ちながら」最後の場面 25）。
エストラゴン「ディディ」
ヴラジーミル「うん」
「おれはこのままじゃとてもやっていけない」
「口ではみんなそう言うさ」
「別れることにしたら ?そのほうがいいかもしれない」
「それより、あした首をつろう。（間）ゴドーが来れば
別だが」
「もし来たら ?」
「わたしたちは救われる」
沈黙が続く。二人は動かない。幕が降りる。
幕は芝居の幕だが、人生は死ぬまで続く。ゴドーを
待ちながら続くのだ。終わることはむずかしい。沈黙
の後、幕が引かれる。
村上春樹「猫を棄てる-父親について語るとき-」
は、子猫の昇天イメージで終わる。高い松の梢で子猫
はどうなったか ?「降りることは、上がることよりずっ
とむずかしい」「遥か下の、目の眩むような地上に向
かって垂直に降りていくことのむずかしさについて思
いを巡らす」。巻末の言葉である。
ありのままに、アクチュアルに描けば、生まれる前
のこと、死後のこと、は無である。その無とは何か。
リアリティで捉えようとすれば捉えられない。「無い」
ことを分かるためにα思考、物語思考が有効であり、
村上春樹は作品化する。心理臨床家は沈黙の見守りで
「治る道」を用意し、「偶然待ち」するのである。（完）
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